








要約:軽度発達遅滞の既往をもつ学童を対象に、学校、家庭での主訴を調査した。約 4 割

に学業不振や友人関係を中心とする問題があり、2 割強が基本的な生活習慣や兄弟関係と

いった家庭内での問題を抱えていた。母子保健、とくに発達相談や子育てに関するニーズ

は学童期に入ってからも決して少ないものではなく、幼児期から引き続いてケアをする必

要があると思われた。


